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目次
１頁 Ｂ型肝炎ワクチンの

定期接種開始（１）
改憲への取組
政務活動費の使途
議会一般質問から

２頁 ６月定例市議会概要
Ｂ型肝炎ワクチンの

定期接種開始（２）

こ
れ
ま
で
、
個
別
接
種
（
各

個
人
が
任
意
で
接
種
）
で
行
わ

れ
、
約
５
千
円
ｘ
３
回
＝

１

万
５
千
円
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

乳
幼
児
に
行
う
定
期
接
種
は
、

現
在
８
種
類
あ
り
ま
す
が
、
Ｂ

型
肝
炎
が
追
加
さ
れ
９
種
類
が

無
料
（
国
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
は
、
副
反
応
の
危

険
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く

考
え
、
接
種
す
べ
き
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
と
は
病
気
の
病
原

体
（
ウ
イ
ル
ス
）
に
対
し
て
免

疫
抗
体
を
作
っ
て
そ
の
増
殖
を

防
ぐ
も
の
で
す
。
し
か
し
、
抗

体
（
肝
機
能
の
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
体
）

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
出

来
て
も
有
効
期
間
は
10
年
～

20
年
程
度
で
あ
り
、
そ
の
機

能
は
完
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
（
ラ
テ
ン
語
で
は

病
毒
の
意
・
左
の
写
真
参
照
）

は
、
細
胞
に
寄
生
し
増
殖
し
病

気
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、

体
に
は
本
来
、
抗
体
を
作
り
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
を
防
ぐ
機
能
が

自
然
に
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
機
能
も
完
全
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

Ｂ
型
肝
炎
定
期
接
種
不
要
の

考
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
副
反
応
（
副
作
用
）
に
よ
り
、

死
者
や
後
遺
症
な
ど
の
被
害
が

出
る
。
Ｈ
25
年
か
ら
５
８
９

万
回
接
種
で
、
重
篤

28

件

（
死
亡
1
件
、
神
経
障
害
10

件
）
（
参
考
文
献
②
66
頁
）
。

な
お
、
何
ら
か
の
副
反
応
は

10
％
程
度
に
出
る
。
特
に
、

複
数
ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種
は

副
反
応
が
起
き
や
す
い
。
ま
た
、

２
％
程
度
に
は
免
疫
が
で
き
な

い
。

②
小
児
感
染
者
は
少
数
な
の
で
、

定
期
接
種
で
多
数
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
不
要
、
不
経
済
で
も

あ
る
。
現
在
、
子
ど
も
の
感
染

者
は
１
万
人
に
2.5
人
の
割
合
。

佐
倉
市
内
で
は
、
１
学
年
（
１

２
０
０
人
）
で
0.3
人
と
計
算

で
き
る
。

な
お
、
個
別
接
種
（
任
意
接

種
）
実
施
者
は
民
間
調
査

等
で
30
％
程
度
で
す
。

-１-

ワ
ク
チ
ン
と
は
何
か

参考文献① 22頁

日
本
の
Ｂ
型
肝
炎
問
題

日
本
で
は
、
１
９
８
８
年
ま

で
予
防
接
種
等
で
の
注
射
器

の
連
続
使
用
を
禁
止
し
な
か
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
連
続
使
用

に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
人
が
40
万
人
以
上
出
た
。

２
０
０
６
年
に
最
高
裁
で
原

告
が
全
面
勝
利
し
、
国
が
給

付
金
（
最
大
３
６
０
０
万
円
）

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

請
求
期
限
は
２
０
２
２
年
１

月
ま
で
。
日
本
の
感
染
者
総

数
は
約
百
万
人
。

「
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
開
始
」

「
０
歳
児
に
対
す
る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
」
は
定
期
接
種
（
佐

倉
市
の
実
施
）
予
算
が
六
月
議
会
で
可
決
し
、
10
月
か
ら
無
料
で

始
ま
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
そ
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
接
種
す
る
か
否
か
の
判
断
は
各
保
護
者
に
任
さ
れ
て

お
り
、
接
種
し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
と
は
何
か

定
期
接
種
不
要
意
見

藤
崎
の
議
会
一
般
質
問

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン

質
問

政
府
が
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
を
大
々
的
に
打
ち
出
す
こ
と
は
、

現
在
、
一
億
の
方
々
が
十
分
活
躍

出
来
て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

佐
倉
市
の
場
合
は
ど
う
考
え
る
か
？

市
答
弁
「
多
種
多
様
な
価
値
観
、

考
え
方
を
持
つ
方
々
が
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

選
択
し
自
己
実
現
で
き
る
町
な
ど

の
実
現
を
目
指
し
た
い
。
そ
の
他
、

保
育
士
、
介
護
士
、
福
祉
人
材
へ

の
処
遇
改
善
及
び
人
工
知
能
、
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
等
に
期
待
し
た
い
」

働
き
方
改
革

質
問

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
是

正
に
よ
る
佐
倉
市
へ
の
影
響
を
ど

の
程
度
と
考
え
る
か
?

市
答
弁
「
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

法
律
等
を
決
め
た
後
で
佐
倉
市
へ

の
影
響
を
算
出
し
た
い
」

藤
崎
意
見

佐
倉
市
役
所
の
非
正

規
職
員
は
６
４
６
人
（
常
勤
換
算

３
６
０
人
）
で
あ
り
、
職
員
の
年

間
平
均
コ
ス
ト
は
７
７
５
万
円
。

こ
の
75
％
が
ア
ッ
プ
分
と
な
る
の

で
、
21
億
円
の
ア
ッ
プ
と
な
る
。

保
育
士
の
処
遇
改
善

全
産
業
の
平
均
給
料
と
比
べ
保

育
士
は
月
額
で
11
万
円
安
い
状
態

で
あ
る
。
介
護
施
設
職
員
も
同
じ

く
11
万
円
安
い
。
そ
の
厚
労
省
の

賃
金
構
造
基
本
調
査
の
平
均
は
33

万
3
千
円
で
あ
る
。
市
内
の
民
間

保
育
士
は
３
０
０
人
、
公
立
保
育

園
は
２
０
０
人
（
常
勤
換
算
１
８

０
人
）
が
働
い
て
い
る
。

介
護
職
員
数
は
、
千
葉
県
で
６

万
９
３
５
０
人
。
人
口
比
で
み
る

と
佐
倉
市
内
で
は
約
２
０
０
０
人

と
な
る
。
介
護
職
員
の
11
万
円
は

年
額
合
計
26
億
円
超
に
な
る
。

民
間
保
育
士
３
０
０
人
は
月
11

万
円
差
で
年
額
約
４
億
円
に
な
る
。

総
計
30
億
円
に
な
り
、
さ
ら
に
ボ
ー

ナ
ス
等
各
種
手
当
が
必
要
。

市

は
こ
れ
ら
の
数
字
を
示
し
、
是
正

へ
の
方
向
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

長
嶋
記
念
球
場
入
札
問
題
他

落
札
率
96
％
（
落
札
金
額
約
３

億
円
）
、
９
社
中
７
社
が
辞
退
の

入
札
は
異
常
と
言
う
し
か
な
い
。

辞
退
社
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
、

分
析
が
担
当
室
で
出
来
て
い
な
い
。

く
じ
引
き
入
札
は
、
昨
年
度
は

市
長
部
局
20
件
、
公
営
企
業
で
25

件
で
あ
る
。
平
均
落
札
率
は
今
年

度
市
長
部
局
66
％
、
公
営
企
業
80

％
。
昨
年
度
は
、
同
じ
く
76
％
、

82
％
で
あ
っ
た
。
予
定
価
格
は
定

価
で
有
り
、
こ
れ
ま
で
佐
倉
市
で

は
２
～
３
割
、
定
価
よ
り
安
く
購

入
し
て
い
る
。
記
念
球
場
は
そ
の

意
味
で
も
良
く
な
い
入
札
で
有
る
。

教
育
委
員
に
つ
い
て

小
中
学
生
の
保
護
者
で
あ
る
教

育
委
員
が
、
子
ど
も
の
成
長
に
よ

り
保
護
者
で
な
く
な
る
場
合
が
あ

る
。
そ
の
際
は
、
教
育
委
員
と
各

保
護
者
の
意
思
疎
通
に
更
な
る
努

力
を
求
め
た
。
市
は
そ
れ
に

対
し
て
、
さ
ら
に
努
力
す
る

と
の
こ
と
。

改
憲
へ
の
取
組

参
議
院
の
改
憲
勢
力
が

３
分
の
２
を
超
え
、
衆
議

院
も
超
え
て
い
る
の
で
、

改
憲
へ
の
取
り
組
み
が
具

体
化
し
つ
つ
あ
る
。
政
府

は
早
速
、
改
憲
へ
の
話
し

合
い
を
各
政
治
勢
力
と
進

め
て
い
る
。

護
憲
勢
力
は
、
自
衛
隊

を
認
め
る
等
の
解
釈
が
批

判
さ
れ
、
改
憲
へ
の
抵
抗

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
改
憲
勢
力
は
、
緊
急
事

態
へ
の
対
応
、
軍
事
衝
突

の
黙
認
、
９
条
改
正
へ
の

追
認
環
境
作
り
等
に
よ
り
、

改
憲
に
進
も
う
と
し
て
い

る
」
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

佐
倉
市
議
会
は

政
務
活
動
費
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
、

電
話
代
の
除
外
を
決
定

会
派
代
表
者
会
議
に
お
い

て
、
ガ
ソ
リ
ン
代
と
電
話
代

は
、
個
人
利
用
と
の
区
別
が

つ
き
に
く
い
た
め
使
わ
な
い

方
針
に
決
ま
っ
た
。

た
だ
し
、
政
務
活
動
に
車

を
使
用
し
た
場
合
は
、
出
張

報
告
書
を
作
成
し
、
車
賃
を

計
算
し
使
用
す
る
事
が
出
来

る
。
各
地
で
、
政
務
活
動
費

の
使
途
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
一
歩
前
進
し
た
と
い

え
る
。
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　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

① Ｈ 28年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

② 家 庭 的 保 育 事 業 条 例 改 正 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○

③ 核 兵 器 全 面 禁 止 の 意 見 書 （ 請 願 ） △ ○ × × × ○ ○ ○ ×

④ 常 任 委 員 会 ネ ッ ト 中 継 の 研 究 （ 陳
情 ） を 継 続 審 査 と す る

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤ 難 病 ・ 疾 病 対 策 充 実 （ 陳 情 ） △ ○ × × × ○ ○ ○ ○

⑥ 待 機 児 童 解 消 緊 急 対 応 （ 意 見 書 ） ○ × ○ ○ ○ × × × ×

議 案 種 類 提 出 者 件 数 主 な 内 容 可 決 数

一 般 会 計 補 正 市 長 1
Ｈ 28年 度 補 正 予 算 （ 歳 入 歳 出 と も 5.9 9億
円 ） 保 育 園 等 施 設 整 備 、 B型 肝 炎 ワ ク チ
ン 、 農 業 機 械 支 援 、 ね ぶ た 製 作 他

1

条 例 市 長 2
改 正 （ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー （ 千 代 田 ・
染 井 野 ふ れ あ い セ ン タ ー ） 、 家 庭 的 保 育
事 業 の 基 準 ）

2

道 路 線 市 長 1 認 定 （ 中 志 津 １ 丁 目 ） 1

契 約 市 長 1 橋 梁 発 注 　 ２ ． ６ ７ 億 円 1

規 約 市 長 1
葬 祭 組 合 規 約 改 正 （ 議 員 、 管 理 者 数 の 変
更 ）

1

人 事 市 長 2 副 市 長 、 固 定 資 産 評 価 員 2

請 願 団 体 3
核 兵 器 全 面 禁 止 、 教 育 予 算 拡 充 、 義 務 教
育 費 国 庫 負 担 堅 持

2

陳 情 市 民 2
佐 倉 市 議 会 常 任 委 員 会 イ ン タ ー ネ ッ ト 中
継 調 査 研 究 、 難 病 ・ 疾 病 対 策 充 実

0

意 見 書 議 員 11

教 育 予 算 拡 充 、 義 務 教 育 費 国 庫 負 担 堅
持 、 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 、 保 育 士 の 給
料 改 善 、 保 育 所 一 般 財 源 化 廃 止 、 保 育 士
処 遇 大 幅 改 善 、 立 憲 主 義 ・ 民 主 主 義 基 調
政 治 、 待 機 児 童 解 消 緊 急 対 応 、 給 付 型 を
含 め た 奨 学 金 制 度 、 元 海 兵 隊 員 軍 属 女 性
死 体 遺 棄 事 件 、 介 護 離 職 ゼ ロ 実 現

3

佐倉市議会情報 ２０１６年（Ｈ28年) （７３）-２-

議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
一
般
会
計
補
正
予
算

民
間
保
育
園
等
施
設
整
備
費
、
Ｂ

型
肝
炎
予
防
接
種
費
、
大
型
農
業
機

械
導
入
支
援
、
ね
ぶ
た
製
作
費
、
中

学
校
図
書
整
備
（
寄
付
金
に
よ
る
）

な
ど
が
提
出
さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
に
つ
い
て
は
、
副
反
応
が
あ
る

の
で
反
対
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

②
家
庭
的
保
育
事
業
の

基
準
改
正
条
例

小
規
模
保
育
事
業
所
等
に
お
け
る

保
育
士
配
置
の
弾
力
化
の
条
例
改
正

で
あ
り
、
一
部
に
つ
い
て
は
保
育
士

資
格
者
以
外
で
も
良
い
と
す
る
内
容
。

反
対
者
は
保
育
の
質
低
下
を
危
惧
。

③
核
兵
器
全
面
禁
止
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願

請
願
の
要
旨
は
、
「
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
日
本
政
府
は
、
核
兵

器
保
有
五
カ
国
の
「
段
階

的
な
前
進
」
で
は
な
く
、

各
兵
器
の
全
面
廃
絶
に
向

け
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発

揮
す
る
事
」
で
あ
る
。
保

守
系
会
派
等
は
反
対
し
た
。

④
常
任
委
員
会
ネ
ッ
ト
中
継
の

調
査
研
究
を
求
め
る
陳
情

昨
年
提
出
の
陳
情
に
対
し
、
「
趣

旨
は
理
解
で
き
る
が
、
物
理
的
、
予

算
等
に
課
題
が
残
る
」
と
の
事
だ
っ

た
の
で
、
実
施
に
向
け
て
の
調
査
、

研
究
へ
の
着
手
を
求
め
る
内
容
。
議

会
運
営
委
員
会
で
は
継
続
審
査
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
藤
崎
は
先
送
り
（
継

続
審
査
）
は
せ
ず
、
採
択
（
賛
成
）

す
べ
き
も
の
と
考
え
た
。

⑤
難
病
・
疾
病
対
策
の
充
実
に
関
し

て
国
等
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情

繊
維
筋
痛
症
、
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎

な
ど
の
疾
病
は
医
療
費
助
成
の
対
象

で
な
く
、
制
度
の
谷
間
と
な
っ
て
お

り
、
支
援
の
実
施
を
要
望
す
る
内
容
。

反
対
は
、
疾
病
の
特
定
が
困
難
等

の
理
由
で
あ
っ
た
。

⑥
待
機
児
童
解
消
緊
急
対
応

を
求
め
る
意
見
書

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
企
業
主

導
型
保
育
を
強
力
に
推
進
し
、

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン

を
実
施
す
る
等
を
求
め
る
内
容
。

「
企
業
主
導
型
保
育
を
強
力

に
推
進
」
の
部
分
に
つ
い
て
異

論
を
持
つ
議
員
は
反
対
し
た
。

６
月
定
例
市
議
会
概
要

市
長
か
ら
8
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
請
願

は
３
件
、
陳
情
は
２
件
、
議
員
提
出
議
案
は
11
件
で
し
た
。

トピックス

Ｂ
型
肝
炎
定
期
接
種
必
要
の

考
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
海
外
種
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
ゲ

ノ
Ａ
型
）
の
危
険
性
が
あ
る
。
性

交
渉
に
よ
り
感
染
す
る
ゲ
ノ
Ａ
型

は
増
え
て
お
り
、
慢
性
肝
炎
化
し

や
す
い
（
参
考
文
献
②
60
頁
）
。

急
性
肝
炎
（
年
間
１
万
１
千
人
。

約
10
％
は
慢
性
化
）
の
半
分
以
上

は
ゲ
ノ
Ａ
型
で
あ
る
。
な
お
従
来
、

日
本
に
多
い
の
は
ゲ
ノ
Ｃ
型
。

②
乳
幼
児
の
感
染
者
は
キ
ャ
リ
ア

（
持
続
感
染
者
）
に
な
り
や
す
い
。

③
大
人
→
幼
児
→
大
人
へ
の
感
染

拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
と
原
発
（
原
子
力
発

電
）
は
似
て
い
る
と
言
う
意
見
。

①
「
ワ
ク
チ
ン
と
原
発
は
同
じ
問

題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
生
命
、

原
子
力
・
・
・
人
類
が
制
御
で
き

な
い
も
の
に
対
し
て
、
思
う
通
り

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
思
い
上

が
り
が
、
今
の
こ
の
状
況
を
作
っ

て
い
る
の
で
す
」
（
参
考
文
献
③

２
０
６
頁
）

②
製
薬
会
社
か
ら
の
寄
付
が
多
く
、

そ
れ
へ
の
批
判
と
し
て
、

「
原
子
力
に
た
と
え
て
、
「
ワ
ク

チ
ン
村
」
に
住
ん
で
い
る
医
師
た

ち
と
評
し
ま
す
」
（
参
考
文
献
④

38
頁
）

①
抗
生
物
質
と
同
様
に
、
ワ
ク
チ

ン
の
場
合
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
ワ
ク
チ
ン

が
利
か
な
い
新
種
の
ウ
イ
ル
ス
が

登
場
す
る
。
こ
れ
に
有
効
な
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
よ
り
、
い
た
ち
ご
っ

こ
が
続
き
危
険
が
増
す
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
危
険
性
や
有
効
性

を
評
価
す
る
第
３
者
機
関
が
日
本

に
無
い
（
米
国
に
は
あ
る
）
。

③
厚
労
省
の
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン

分
科
会
（
第
14
回
）
の
審
議
が
明

瞭
で
は
な
い
。
（
部
会
長
は
「
一

応
議
論
を
経
て
、
基
本
方
針
と
し

て
、
定
期
接
種
は
決
ま
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
が
、
「
昨
年
１
月
も
議

事
録
上
、
余
り
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
」
と
事
務
局
。
結
局
、
「
定

期
予
防
接
種
と
し
て
導
入
し
て
よ

い
と
い
う
結
論
を
、
こ
の
委
員
会

と
し
て
は
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
御
異
論
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
「
異
議
な
し
」
と
声
あ
り
）
」

で
決
定
さ
れ
た
。
）
ま
た
、
寄
付

金
を
薬
メ
ー
カ
等
か
ら
受
取
っ
て

い
る
委
員
が
い
る
。

①
結
局
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

は
完
璧
と
は
言
え
ず
、
副
反
応
も

あ
り
、
人
に
は
免
疫
も
あ
る
が
、

そ
の
個
人
差
は
大
き
い
。

②
専
門
家
（
肝
臓
学
会
役
員
等
）

へ
の
接
種
時
期
ア
ン
ケ
ー
ト
（
参

考
文
献
⑤
54
頁
）
で
は
、
乳
幼
児

と
青
少
年
を
同
時
に
行
う
（
61
％
）

が
多
く
、
次
は
青
少
年
か
ら
（
23

％
）
、
乳
幼
児
か
ら
は
（
16
％
）
。

③
Ｂ
型
肝
炎
は
感
染
者
の
10
％
程

度
が
慢
性
肝
炎
と
な
り
、
そ
の
内
、

年
率
２
％
位
が
肝
硬
変
、
肝
細
胞

癌
等
に
進
む
（
参
考
文
献
⑥
１
頁
）
。

④
感
染
は
感
染
者
の
血
液
（
注
射

針
、
カ
ミ
ソ
リ
、
歯
ブ
ラ
シ
）
、

体
液
（
性
交
渉
等
）
に
よ
り
生
じ

る
。
唾
液
、
尿
、
汗
、
涙
も
注
意
。

⑤
佐
倉
市
内
で
は
、
感
染
者
が
計

１
５
０
０
人
程
度
、
25
才
以
下
で

は
計
10
人
程
度
と
人
口
比
か
ら
推

定
で
き
る
。

以
上
の
様
に
大
変
に
複
雑
で
す
。

接
種
す
る
か
否
か
は
、
体
調
、
体

質
も
考
慮
し
慎
重
に
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
意
）
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

医
師
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
参
考
文
献
）

①
ニ
ュ
ー
ト
ン
別
冊
（
２
０
１
５

年
２
月
１
０
日
）

②
奥
泉
尚
洋
（
２
０
１
５
）
『
Ｂ

型
肝
炎
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
拡
が
っ

た
の
か
』

③
母
里
（
も
り
）
啓
子
（
２
０
１

４
）
『
も
う
ワ
ク
チ
ン
は
や
め
な

さ
い
』

④
黒
部
信
一
（
２
０
１
５
）
『
予

防
接
種
の
え
ら
び
方
と
病
気
に
な

ら
な
い
育
児
法
』

⑤
肝
臓
53
巻
２
号
（
２
０
１
２
）

『
Ｂ
型
肝
炎
Ｕ
Ｖ
へ
向
け
て
』

⑥
日
本
肝
臓
学
会
（
２
０
１
６
）

『
Ｂ
型
肝
炎
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

以
上
。

予
防
接
種
の
問
題
点

ワ
ク
チ
ン
と
原
子
力
は

似
て
い
る
の
か

ま
と
め

定
期
接
種
必
要
意
見
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Ｂ型肝炎ワクチン

前頁より

化血研製

ビームゲン

ゲノＣ型

米国メルク製

ヘプタバックスⅡ

ゲノＡ型

議員 藤崎 良次

編
集
後
記

Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
接
種
は
、

現
代
の
縮
図
の
よ
う
で
難
し

く
、
各
人
の
判
断
に
よ
り
社

会
が
変
化
す
る
面
が
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
意
見
は
下
欄

ま
で
何
で
も
ど
う
ぞ
。


